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単位数 ２ 時間数 30

【ディプロマポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ◎ ○

【概要・一般目標：GIO】

内科学Ｉで学習したことを踏まえ、各臓器・器官系の主な病気について、診断および治療の概要を修得する。高齢者にみられる病気

とその対策、東洋医学の現状と現代医療にたいする役割について概要を理解する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．各臓器・器官の主な病気について、特徴的症候および治療を記述する。

２．中毒性疾患では、依存症・環境汚染とを関連づける。

３．高齢者においてよくみられる病気の特徴とその対策を記述する。

４．東洋医学の現状とこれからの医療に対する役割を記述する。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

内科各論１　循環器疾患１　不整脈，先天性疾患・後天性心疾患

内科各論２　循環器疾患２　血圧異常，心筋疾患，心膜疾患，大動脈疾患，静脈疾患

内科各論３　腎泌尿器疾患　腎不全，糸球体疾患，全身疾患による腎障害，尿路感染症，尿路結石
症

内科各論４　消化器疾患１　消化管疾患（食道・胃十二指腸・小腸・大腸），機能性消化管障害

内科各論５　消化器疾患２　肝疾患 ( 急性肝炎・慢性肝炎・肝硬変・肝臓癌・自己免疫性肝障害 )，
胆道疾患（胆石症・胆道炎・胆道癌）膵疾患（急性膵炎・慢性膵炎・自己免疫性膵炎・膵臓癌）

内科各論６　呼吸器疾患　かぜ・肺炎，閉塞性肺疾患，血管性病変，肺腫瘍

内科各論７　内分泌・代謝性疾患　視床下部下垂体病変 , 甲状腺疾患，副甲状腺疾患，副腎疾患，
性腺疾患

内科各論８　血液・造血器疾患　貧血，白血病，リンパ網内系疾患，異常蛋白症，出血凝固系異常

内科各論９　神経疾患　感染症（脳炎・髄膜炎），神経変性疾患（認知症・パーキンソン病），脳腫瘍，
筋疾患 (筋ジストロフィー症 )

内科各論 10　感染症（ウイルス感染症・細菌感染症・原虫症・寄生虫疾患）

内科各論 11　中毒性疾患（薬物・嗜好品・重金属・工業製品など）と依存症・環境汚染　膠原病・
自己免疫疾患２（膠原病とは）

内科各論 12．膠原病・自己免疫疾患１（古典的膠原病・膠原病類縁疾患）

内科各論 13．高齢者にみられる疾患と対策

東洋医学（２）東洋医学のエビデンスと現代医療における役割
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【評価方法】

出席・定期試験

【履修上の留意点】

内科学II


